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DNAマーカーによる遺伝的多様性や集団構造の評価は, 家禽遺伝資源の保護・増殖に

おいて有用な情報になり得ると考えられる。本研究では, 4つの群から構成されている在

来鶏品種（郡上地鶏）の保全を目的として, マイクロサテライトDNAマーカーを用いた

解析を実施した。各群内での近親交配の程度を評価したところ, 高い頻度で近縁な個体

間での交配が行われていることが示唆された。4つの群の保全の優先度を評価するため

に, それぞれの群について, 遺伝的多様性への寄与率を算出した。4つの群の中の2つが, 
他の群よりも多くの遺伝的多様性を保持しており, 保護・増殖において重要な役割を担

うと考えられた。また, 今後の交配で用いられる予定の雄5羽と雌11羽との間で, 近親交

配を避けるための交配パターンを推定した。本研究で実施したDNAマーカーによる遺

伝的特性評価は, 希少な在来鶏品種の保護・増殖を行う上において, 有益なアプローチ

の1つであると考えられる。 
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家禽は，人類の歴史と生活に食糧，宗教，ゲーム，装飾などを長きにわたり提供し，

人の社会において重要な役割を担ってきた。しかし，家禽の起源およびアジアにおける

遺伝的類縁関係は分子地理学的にもまだ明らかになっていないところが多い。本研究で

は，カンボジア，ミャンマーおよびバングラディシュで捕獲されたセキショクヤケイ

（各々13，6および3羽）およびラオス在来鶏（5羽）の計27羽についてミトコンドリア

D-loop領域の全塩基配列を決定した。決定した塩基配列およびDNAデータバンクに登録

されているホワイトレグホーン，セキショクヤケイおよびアジア在来鶏67羽の配列を加

えてD-loop領域をについてアライメントした。この結果を用い，カンボジア，ミャンマ

ー，バングラディシュのセキショクヤケイおよびラオス在来鶏を遺伝資源として保存お

よび活用するためにそれらの遺伝的類縁関係を検討した。これらの塩基配列の多様性か

ら23のハプロタイプが検出された。一方，カンボジア，ミャンマー，バングラディシュ

のセキショクヤケイおよびラオス在来鶏ではそれぞれ38，28,  24および23 のSNPが検

出され，これらすべての個体で塩基の挿入も認められた。28個体のセキショクヤケイ，

25品種のニワトリおよび41ハプロタイプのニワトリのミトコンドリアD-loop全塩基配

列を用いて分子系統樹を作製した。これら全94個体は8つのクレイドに分かれた。この

中で同一の国のニワトリあるいはヤケイは遺伝的に近縁であった。以上のような遺伝的

多様性情報は，今後，カンボジア，ミャンマー，バングラディシュおよびラオスの鶏遺

伝資源を保存し，活用するための施策を講ずるための礎に資するものと考えられた。 
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日本国の特別天然記念物｢土佐のオナガドリ｣(以下, オナガドリ)の保全を目的として, 
マイクロサテライトDNA多型情報に基づき, その遺伝的多様性および集団構造の経時

的変化を明らかにした。高知県南国市において, 1999年, 2005年, 2009-2010年にオナガド

リの3内種(白藤, 赤笹, 白色)から採血を行い, マイクロサテライト20座位の分析を行っ

た。採取年, 飼育者, 内種, 雌雄のカテゴリーで階層AMOVA (Analysis of Molecular 
Variance)を行った結果, 飼育者間および内種間に有意な遺伝的分化が認められた。一方, 
経時的な遺伝的分化は生じていないことが示された。遺伝的多様性(allelic richness: AR
およびexpected heterozygosity: HE)を比較した結果, 1999年から2010年にかけて赤笹内種

のARに有意な減少が認められたものの, 白藤ならびに白色内種ではAR, HEともに減少

は認められなかった。飼育者別の比較では, 飼育歴の長い多数羽飼育者の集団でHEの低

下が認められた。集団間の遺伝距離DAには経年的に減少傾向が認められ, 前述の多数羽

飼育者の集団を中心として, 遺伝的に均一な集団になりつつあることが示された。

Structure解析ではK = 2が支持され, オナガドリ本来のものと考えられる遺伝的背景と

その他に分かれた。白藤内種において, オナガドリ本来の遺伝的背景をもつ個体は増加

傾向にある一方, 2010年の赤笹および白色内種では, オナガドリ本来の遺伝的背景が

75 %を超える個体は存在しなかった。今後は, 各飼育者の保有集団の遺伝的多様性を定

期的にモニタリングしつつ, オナガドリ本来の遺伝的背景を有する個体を積極的に交

配に用いることで, 優良なオナガドリを維持できると考えられた。 
 
キーワード：日本鶏，土佐のオナガドリ，保全，マイクロサテライト，遺伝的多様性，
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抗生物質による成長促進効果が見つかって以来、多くの種類の抗生物質が、成長成績

の改善を目的とした飼料添加物として利用されてきた。しかしながら、抗生物質耐性菌

の増加によるバイオセキュリティ危機により、2006年１月１日以降ヨーロッパ議会は動

物の成長促進を目的とした飼料添加物として抗生物質を使用することを禁止した。その

後、成長促進効果を有する様々な自然物質が抗生物質の代わりに飼料添加物として使用

が試みられてきた。ミツバチは樹木の皮の亀裂からプロポリスを集め、プロポリスは抗

菌効果を含む多くの薬理作用を有している。したがって、本研究では、エタノール抽出

後のプロポリス残渣を用い、肉用鶏である南部かしわの盲腸内細菌叢に対するプロポリ

ス残渣の影響について調査することを目的とした。２８日齢の雌の南部かしわに肉用鶏

飼料を９０日間給与し、実験終了前１０日間、プロポリス残渣を２％含む実験飼料を給

与した。実験最終日に盲腸を採取し、盲腸内容物からDNAを抽出した。細菌16S rRNA
遺伝子のV3領域を357F-GC および 518R プライマーを用いてPCRにて増幅した。細菌

の多様性を同定するために変性剤濃度勾配ゲル電気泳動（DGGE）を行い、DGGEバン

ドの光強度を測定した。主なDGGEバンドを切り出し、DNAをPCRにて再増幅した。シ

ーケンスデーターはDNA Data Bank of Japan (DDBJ) のBasic Local Alignment Search Tool 
(BLAST)を用いて解析した。PCR-DGGEとBLASTで同定された細菌は、Lactobacillus 
aviaries, Lactobacillus, Olsenella, Coriobacterium, Paraprevotella, Prevotellaceae, 
Clostridiaceae および Bacteroidaceaeであった。プロポリス残渣給与区でコントロール

区より光強度が弱かったDGGEバンドはPrevotellaceaeであった。プロポリス残渣による

Prevotellaceaeの減少は、プロポリス残渣を飼料添加物として利用できる可能性を示した。 
 
キーワード：16S rRNA，細菌叢，南部かしわ，変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法， 

プロポリス残渣，盲腸  
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本研究では、Aspergillus awamoriの飼料添加が、高温環境に暴露された雄ブロイラー

ヒナの成長ならびに抗酸化状態に及ぼす影響を調べた。24羽の15日齢のヒナを、トウモ

ロコシ・大豆粕を主原料とする基礎飼料区と同飼料にAsp. awamoriを0.05％添加した飼

料区の2区に無作為に分けた。次に、それぞれの飼料区の6羽は熱的中性圏（22℃）に維

持し、残りの6羽には暑熱ストレス（35℃、1日9時間）に暴露し、15日間の試験を行っ

た。22℃に維持されたヒナにおいて、Asp. awamoriの飼料添加によって、飼料摂取量は

減少し、飼料要求率が改善された。一方、暑熱ストレスに暴露されたヒナにおいて、増

体量および飼料摂取量は減少した。また、暑熱ストレス状態下では、飼養成績に対する

Asp. awamoriの有益な効果は無かった。しかしながら、脂質過酸化の指標であるマロン

ジアルデヒドの骨格筋含量は22℃に維持されたヒナでは、Asp. awamoriの飼料添加によ

って減少した。そしてマロンジアルデヒドの骨格筋含量は暑熱ストレス下で増加したが、

Asp. awamoriの飼料添加はこれを緩和した。加えて、α-トコフェロールの骨格筋含量は

暑熱ストレス暴露によって負の影響を受けたが、Asp. awamoriの飼料添加はα-トコフェ

ロールの骨格筋含量の減少を回復させた。さらに、肝臓グルタチオンペルオキシダーゼ

のmRNA発現量はAsp. awamoriの飼料添加により、両方の温度環境下で増加した。以上

より、ブロイラーへのAsp. awamoriの飼料添加は暑熱ストレスによって減弱した抗酸化

状態を改善するが、これは部分的に肝臓抗酸化酵素の発現への影響を介したものである

と示された。 
 
キーワード：抗酸化酵素，Aspergillus awamori，ブロイラー，暑熱ストレス， 

マロンジアルデヒド  



生殖系列キメラニワトリ由来比内鶏産仔の繁殖能 
 
力丸 宗弘1・中村 隼明2・高橋 大希1・小松 恵1・伊藤 なつき3・松原 和衛3・田上 貴寛4 
 
1秋田県畜産試験場，秋田県大仙市神宮寺字海沼谷地 019-1701 
2自然科学研究機構 基礎生物学研究所，愛知県岡崎市明大寺町字東山5-1 444-8585 
3岩手大学大学院農学研究科，岩手県盛岡市上田3-18-8 020-8550 
4農業・食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所，茨城県つくば市池の台2 305-0901 
 

始原生殖細胞 (PGCs) を利用した生殖系列キメラニワトリの作出法は，ニワトリ遺伝

資源の保存・復元のための有効な手法である。しかしながら，生殖系列キメラニワトリ

同士の交配により産出された産仔の繁殖能は，十分に解析されていない。今後，比内鶏

を細胞レベルで保存するために，生殖系列キメラニワトリ由来産仔の繁殖能を確認して

おくことは極めて重要である。そこで, 本研究では，比内鶏のPGCsを秋田系白色レグホ

ーン胚に移植した生殖系列キメラニワトリ同士を交配して比内鶏の産出を試みた。得ら

れた産仔の表現型ならびに比内鶏特異的な常染色体上のマイクロサテライトマーカー

を用いた遺伝子型の解析により, 純粋な比内鶏をスクリーニングした。続いて, 産出さ

れた比内鶏の繁殖能（産卵率，受精率，ふ化率）について調査を行った。産卵率の調査

期間は21－60週齢，受精率およびふ化率の調査期間は43－60週齢とした。生殖系列キメ

ラニワトリ同士を交配した結果，105羽の産仔のうち1羽の茶色雌産子が得られた。比内

鶏特異的マーカーによる遺伝子解析の結果，この雌産仔のみが比内鶏の遺伝子型と完全

に一致しており，分子遺伝学的にも比内鶏であることが確認された。産出された純粋な

比内鶏の雌産仔の産卵率は36.4%，受精率は58.1%，ふ化率は53.2％であり, 通常の比内

鶏と同等の繁殖能を有していた。これらの結果から，生殖系列キメラニワトリ同士の交

配により得られた比内鶏雌産仔は正常な繁殖能を有することが示唆された。本結果は、

将来のニワトリ遺伝資源の保存・復元に資すると考えられる。 
 

キーワード：ニワトリ，生殖系列キメラ，比内鶏，マイクロサテライトマーカー， 
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プラスチックフィルムを培養容器として用いた新しい無殻ニワトリ胚培養法 
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 鳥類胚を卵殻外において高率に孵化させることができれば、効率的なトランスジェニ

ック鶏の作成や、様々な胚操作、組織工学や再生医療の基礎的研究など様々な分野で応

用が可能となる。 
 これまで、卵殻に小さな窓を開けて培養する方法や、代替卵殻を用いた培養法、テフ

ロンを用いた人工培養容器による培養法など、様々な研究がされてきた。しかし、完全

な人工培養容器を用いたニワトリ胚培養では、50%以上の孵化率を得ることは不可能で

あった。 
 私たちは、簡単な操作で、より高い孵化率を得られるニワトリ胚の培養法を確立する

ために、カルシウムや酸素の供給方法など、様々な条件の検討を行った。 
 その結果、ポリメチルペンテン製フィルムにより作製された培養容器に、乳酸カルシ

ウムと蒸留水を加え、55～56時間前培養した有精卵の内容物を移して培養することによ

って、90%以上の胚が培養17日目まで生存した。そして、培養17日目まで生存した胚に

ついては、孵化まで酸素を直接供給し続けることで、57.1% (8/14) もの胚が孵化に至っ

た。私たちは、人工培養容器を用いたニワトリ胚の培養で、高い孵化率を得ることに成

功した。 
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木酢液によるワクモ駆除効果と鶏への安全性 
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木酢液のワクモに対する駆虫効果と鶏に対する安全性および産卵成績への影響につ

いて検討した。画像解析によるワクモの個体数変化を調査した結果、ケージつなぎ目へ

の木酢液噴霧によって、個体数は有意に減少することが認められた(P <0.01)。ヒナ（8
日齢）を用いて、木酢液原液および500ならびに1,000に希釈した木酢液（１ mL）を1
日2回、6日間経口投与したところ、木酢液原液区では増体率が有意に減少したが(P < 
0.05)、希釈木酢液区では、水給与区と違いは示されなかった。この結果は500倍希釈の

木酢液は鶏に対して有害ではないことを示唆する。木酢液（１ mL）を鶏の顔に１日２

回、8日間噴霧した結果、木酢液区の産卵成績は対照区ならびに噴霧前の値と差のない

ことが認められた。 
以上の結果から、木酢液は安全かつ産卵成績を下げることなくワクモを駆除できる有用

な天然物質であることが示唆された。 
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